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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
グ
リ
ー
ド
（
仮
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
１
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ベ
ー
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
自
他
と
も
に
認
め
る
異
常
者
・
欠
損
者
の
主
人
公
が
死
ん
で
し
ま
い
っ
た
。

し
か
し
、
神
を
名
乗
る
御
爺
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
彼
の
念
願
が
叶
う
か
も
知
れ

な
い
。
は
た
し
て
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
・
・
・
・
人
中
か
ら
人

外
へ
、
人
外
か
ら
神
外
へ
！
！
！

初
投
稿
・
更
新
不
定
期
・
誤
字
脱
字
に
寛
容
な
方
で
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
是
非
目
を
通
し
て
下
さ
～
い
。
あ
と
、
色
々
な
元
ネ
タ
を
出
す
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予
定
で
す
が
、
章
ご
と
に
読
ん
で
も
基
本
解
る
よ
う
に
書
く
の
で
よ
け
れ
ば
目

を
通
し
て
下
さ
～
い
。
（
今
の
と
こ
ろ
恋
姫
だ
け
で
す
が
）
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暗
闇
と
夢
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す
。
最
後
ま
で
書
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
温
か
い
目
で
見
守
っ

て
く
だ
さ
ー
い
。
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暗
闇
と
夢

此
処
は
何
処
だ
。

光
の
一
切
が
無
い
暗
い
暗
い
空
間
。

上
下
左
右
の
無
い
空
間
。

・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
あ
あ

ま
た
、
あ
の
夢
か
。

今
度
は
ど
ん
な
夢
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

今
の
私
な
ら
ど
ん
な
状
況
だ
ろ
う
と
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
お
か
し
い
？

何
も
起
き
な
い
の
は
、
お
か
し
い
。

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

退
屈
だ
か
ら
何
か
考
え
て
み
る
か
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
と
い
う
事
は
、
や
は
り
世
界
と
い
う
物
は
認
識
に
よ
っ
て
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
い
や
し
か
し
、
そ
の
考
え
に
い
く
た
め
に
は
基
盤
と
な
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・

・
・

・「
・
ぬ
・
・
・
え
て
・
・
・
か
」

ん
？

何
か
聞
こ
え
た
。

・
・
・

・
・

気
の
せ
い
か
？

「
気
の
せ
い
で
は
な
い
ぞ
」

・
・
・
・

・
・
・

・
・

え
っ
と
。

気
を
取
り
直
し
て
、
何
処
ま
で
考
え
て
た
っ
け
。

「
話
を
聞
き
な
さ
い
。
」

は
～
。

誰
だ
、
こ
の
御
爺
さ
ん
。

「
誰
だ
と
は
、
失
礼
じ
ゃ
の
う
。
」

ん
？

私
の
考
え
を
読
ん
で
る
の
か
？

「
そ
う
じ
ゃ
。
」

覗
き
趣
味
は
流
石
に
自
重
す
べ
き
か
と
。

「
・
・
・
驚
か
ん
の
か
？
」
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い
～
や
、
覗
き
趣
味
の
方
が
極
め
る
と
思
考
ま
で
覗
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

事
は
、
実
に
驚
き
ま
し
た
ね
。

「
い
や
い
や
、
違
う
か
ら
の
、
そ
れ
に
し
て
も
、
お
ぬ
し
変
わ
っ
て
お
る
の
～
。

」よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
け
ど
、
私
は
、
変
人
じ
ゃ
無
い
で
す
よ
。
で
も
、
常
人
で

も
無
い
で
す
ね
残
念
な
が
ら
。
私
は
、
た
だ
の
し
が
な
い
異
常
者
で
す
。
も
し

く
は
、
た
だ
の
し
が
な
い
欠
損
者
で
す
ね
。

「
い
や
確
か
に
常
人
や
言
い
方
は
お
か
し
く
な
る
が
、
並
み
の
異
常
者
や
欠
損

者
な
ら
直
ぐ
に
己
の
存
在
を
認
識
で
き
な
く
な
り
輪
に
戻
る
ん
じ
ゃ
が
。
如
何

な
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
。
」

う
～
ん
。
私
が
並
み
で
は
な
い
、
と
い
う
事
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
説
明

で
き
ま
す
し
ね
。

た
だ
し
・
・
・
・
・

「
た
だ
し
何
じ
ゃ
。
」

た
だ
し
、
貴
方
の
“
言
っ
た
事
が
正
し
け
れ
ば
“
、
で
す
け
ど
ね
～
。

「
っ
な
！
？
お
ぬ
し
儂
の
言
う
事
が
信
用
出
来
ん
の
か
。
儂
の
事
を
誰
だ
と
思

っ
て
お
る
！
！
」

っ
え
！
？

変
な
御
爺
さ
ん
も
し
く
は
、
更
年
期
障
害
末
期
の
御
爺
さ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
！
？

「
違
う
わ
！
！
！
！
！
！
！
」

じ
ゃ
あ
誰
な
ん
で
す
か
？

「
ふ
む
自
己
紹
介
が
ま
だ
だ
っ
た
か
の
う
。
」

は
い
。

「
儂
は
、
神
じ
ゃ
。
」
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神
と
３
つ
の
願

は
？

「
何
じ
ゃ
、
聞
こ
え
ん
か
っ
た
か
。
な
ら
も
う
一
度
、
儂
は
神
じ
ゃ
。
」

え
っ
と
？

お
疲
れ
様
で
す
？

「
信
じ
て
お
ら
ん
な
？
」

そ
ん
な
事
無
い
で
す
よ
～
。
そ
う
で
す
ね
、
貴
方
は
神
様
（
自
称
）
で
す
。
き

っ
と
こ
れ
か
ら
良
い
事
沢
山
あ
り
ま
す
よ
。
そ
う
だ
！
！
私
囲
碁
・
将
棋
・
チ

ェ
ス
が
出
来
る
ん
で
す
け
ど
、
打
ち
ま
す
か
。
あ
！
そ
う
そ
う
知
り
合
い
が
良

い
温
泉
知
っ
て
る
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
行
き
ま
せ
ん
か
？
そ
う
だ
そ
う
だ
！

！
！
神
様
（
自
称
）
が
い
っ
ぱ
い
居
る
所
知
っ
て
る
ん
で
す
、
紹
介
し
ま
す
よ
。

い
や
～
、
き
っ
と
他
の
神
様
（
自
称
）
た
ち
も
喜
び
ま
す
よ
～
。

「
お
ぬ
し
、
い
い
加
減
に
せ
ん
か
！
！
！
」

？何
か
し
ま
し
た
か
？

「
・
・
・
・
お
ぬ
し
、
何
者
じ
ゃ
？
」

は
い
？

「
何
と
も
無
い
の
か
？
」

何
と
も
の
何
も
、
何
と
も
無
い
で
す
が
？
そ
れ
が
何
か
？

「
ま
ぁ
、
い
い
と
し
よ
う
か
。
」

？
？
何
が
で
す
か
？

「
気
に
す
る
で
な
い
。
」

分
か
り
ま
し
た
。
所
で
私
に
何
か
用
で
す
か
？

「
そ
う
じ
ゃ
っ
た
、
そ
う
じ
ゃ
っ
た
。
お
ぬ
し
、
自
身
が
ど
の
よ
う
な
状
態
か

解
っ
て
お
る
か
？
」

う
ん
？
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
う
む
、
か
ま
わ
ん
ぞ
。
」

・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

あ
あ
、
私
死
ん
で
ま
す
ね
～
。
そ
っ
か
、
残
念
で
す
ね
～
。

「
・
・
・
そ
れ
だ
け
か
の
う
？
」

い
や
～
、
柄
じ
ゃ
な
い
事
は
す
る
物
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
～
。
っ
ま
、
自
己
満
足

は
出
来
ま
し
た
し
良
し
と
し
ま
す
か
。
そ
う
そ
う
、
先
程
は
疑
っ
て
し
ま
っ
て

す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
・
・
・
・
う
む
、
お
ぬ
し
壊
れ
て
お
る
な
。
」

そ
う
で
す
ね
。

「
ま
あ
、
よ
い
。
本
題
に
入
が
よ
い
か
？
」

か
ま
い
ま
せ
ん
よ
～
。

「
お
ぬ
し
、
何
か
望
み
は
無
い
か
の
う
。
」

望
み
？

「
そ
う
じ
ゃ
、
３
つ
叶
え
て
や
る
。
」

対
価
に
私
は
何
を
す
れ
ば
？

「
話
が
早
い
の
う
。
そ
う
じ
ゃ
の
う
。
異
世
界
に
と
ん
で
も
ら
う
事
と
、
偶
に

儂
が
す
る
頼
み
ご
と
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。
ど
う
じ
ゃ
？
」

い
い
で
す
よ
。
と
い
う
か
、
私
に
は
ｙ
ｅ
ｓ
し
か
、
選
択
権
な
い
で
す
よ
ね
。

「
頭
も
切
れ
る
よ
う
じ
ゃ
な
。
で
は
、
望
み
を
３
つ
申
し
て
み
る
が
よ
い
。
」

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
前
に
良
い
で
す
か
？

「
な
ん
じ
ゃ
？
」

願
と
い
う
の
は
、
異
世
界
に
と
ん
だ
際
役
立
つ
能
力
と
か
で
も
い
い
ん
で
す
か
？

「
う
む
、
か
ま
わ
ん
ぞ
。
さ
て
、
望
み
を
申
し
て
み
よ
。
」

そ
う
だ
な
。

一
つ
目
は
、
万
物
の
生
成
と
付
与
の
能
力
と
か
は
ど
う
で
す
か
？

「
一
つ
の
願
と
し
て
は
、
駄
目
じ
ゃ
な
。
」

で
は
、
あ
る
程
度
条
件
等
を
縛
れ
ば
一
つ
の
願
と
し
て
扱
う
の
は
可
能
で
す
か
？

「
う
む
、
可
能
じ
ゃ
。
」

じ
ゃ
あ
、
血
液
に
能
力
の
付
与
と
か
は
ど
う
で
す
か
？

「
可
能
じ
ゃ
。
」
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二
つ
目
は
、
世
界
を
渡
る
能
力
は
絶
対
に
欲
し
い
ん
で
す
が
。

「
理
由
を
聞
い
て
も
い
い
か
の
う
。
」

い
い
で
す
よ
。
理
由
は
、
私
の
生
き
て
居
た
時
の
座
右
の
銘
が
≪
全
て
を
知
り

全
て
を
楽
し
め
≫
だ
か
ら
で
す
。

「
お
ぬ
し
・
・
・
・
い
や
な
ん
で
も
無
い
。
」

可
能
で
す
か
。

「
ギ
リ
ギ
リ
可
能
じ
ゃ
。
じ
ゃ
が
、
儂
が
良
い
と
思
う
ま
で
は
異
世
界
に
は
渡

れ
ぬ
し
、
行
先
は
お
ぬ
し
に
は
決
め
れ
な
い
が
よ
い
か
？
」

か
ま
い
ま
せ
ん
よ
～
。

「
う
む
、
な
ら
承
っ
た
。
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
私
の
母
・
一
番
上
の
姉
と
二
番
目
の
姉
と
姪
と
甥
の
人
生
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
ほ
ほ
ほ
ほ
。
」

何
か
お
か
し
い
で
す
か
？

「
い
や
、
何
、
少
し
意
外
で
な
。
」

私
が
異
常
で
も
欠
陥
品
で
も
感
謝
は
し
ま
す
よ
。

「
ほ
ほ
ほ
、
悪
か
た
の
。
あ
い
、
解
っ
た
。
で
は
、
行
っ
て
も
ら
え
る
か
の
う
。

」あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
私
は
何
時
で
も
行
け
ま
す
。

「
で
は
の
う
。
」

は
い
。

「
そ
う
そ
う
。
」

何
で
す
。

「
お
ぬ
し
が
、
助
け
た
子
は
無
事
じ
ゃ
。
」

・
・
・
・
・
そ
う
で
す
か
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
行
っ
た
か
。
歪
ん
で
お
っ
た
が
悪
い
奴
で
は
無
さ
そ
う
で
よ
か
っ
た
の
う
。

し
か
し
、
あ
や
つ
の
座
右
の
銘
ま
る
で
、
”
グ
リ
ー
ド
”
（
強
欲
）
じ
ゃ
な
。

ち
と
、
あ
や
つ
の
事
を
調
べ
る
と
す
る
か
の
。
」
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無
謀
と
能
力
（
前
書
き
）

こ
れ
か
ら
、
た
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
的
な
物
取
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
の
時

は
協
力
し
て
く
だ
さ
ー
い
。
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無
謀
と
能
力

「
・
・
う
・
・
・
ん
・
・
・
・
」

目
を
擦
り
な
が
ら
、
彼
は
目
を
覚
ま
し
た
。

「
・
・
・
・
・
」

暫
く
呆
然
と
し
な
が
ら
、
彼
は
辺
り
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
辺
り
を
見
回
す
。

「
・
・
・
・
森
？
」

そ
う
、
見
渡
す
限
り
木
木
木
で
あ
る
か
ら
、
森
意
外
に
表
現
が
出
来
な
い
の
は
、

彼
の
表
現
能
力
が
乏
し
い
事
と
は
関
係
な
く
、
彼
の
周
り
は
正
し
く
森
だ
っ
た

た
め
だ
。

「
こ
れ
か
ら
如
何
し
よ
う
か
な
？
」

彼
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
を
考
え
る
。

（
と
り
あ
え
ず
、
え
っ
と
・
・
・
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
、
能
力
の
付
与
。
ま
ず
は
、

ど
ん
な
危
機
か
ら
も
生
き
残
れ
る
様
に
。
皮
膚
が
誰
か
他
人
に
裂
け
ら
れ
た
瞬

間
に
血
液
が
高
硬
度
高
質
化
す
る
様
に
・
・
・
・
イ
・
・
・
メ
ー
・
・
・
ジ
・
・

・
・
・
う
ぐ
・
・
ぎ
）

そ
の
瞬
間
異
変
が
起
き
た
！
！

（
か
・
・
ら
・
だ
・
・
・
が
・
・
・
動
か
・
・
・
な
い
・
・
）

・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
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暫
く
時
が
過
ぎ
、
彼
は
よ
う
や
く
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
自

身
の
能
力
も
理
解
し
は
じ
め
た
。

（
そ
う
か
、
急
激
な
変
化
に
は
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
と
、

付
与
は
私
自
身
が
、
理
解
出
来
て
い
な
い
事
で
も
知
っ
て
い
た
り
、
見
て
い
た

ら
付
与
で
き
る
の
か
。
）

彼
は
、
解
っ
た
事
を
頭
の
中
で
纏
め
る
。

（
な
ら
最
初
に
や
る
べ
き
付
与
は
・
・
・
・
イ
メ
ー
ジ
・
・
・
・
・
・
う
ぐ
・
・

・
が
・
・
・
・
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
・
・
・
・
・
・
・
）

彼
は
、
愚
か
で
浅
は
か
な
事
を
し
て
い
た
。
い
や
、
成
功
す
れ
ば
最
善
の
行
動

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
事
を
。
だ
が
、

彼
の
意
識
は
暗
く
遠
の
い
っ
て
い
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

ま
た
暫
く
時
が
過
ぎ
、
彼
は
目
を
覚
ま
し
た
。
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（
・
・
・
・
・
成
功
し
た
み
た
い
だ
。
良
か
っ
た
。
で
も
、
複
数
同
時
に
付
与

を
行
う
と
体
が
持
た
な
い
な
。
け
ど
そ
の
心
配
も
も
う
い
ら
な
い
け
ど
ね
。
）

付
与
に
成
功
し
た
こ
と
に
安
ど
し
、
一
息
つ
く
こ
と
に
し
た
。

「
・
・
・
・
一
息
つ
く
に
も
お
茶
も
何
も
無
い
な
～
。
・
・
・
・
・
町
で
も
探

す
か
。
」

そ
う
言
っ
て
彼
は
、
森
を
歩
き
始
め
た
。

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・

「
き
ゃ
ー
！
！
！
！
！
」

何
処
か
ら
か
悲
鳴
が
彼
の
耳
に
届
い
た
。

「
・
・
・
情
報
が
有
れ
ば
、
選
択
肢
が
広
が
る
か
な
？
」

彼
は
、
こ
の
世
界
の
事
を
聞
く
た
め
に
声
の
し
た
方
向
に
歩
み
始
め
た
。

少
し
離
れ
た
場
所
に
、
小
さ
な
崖
の
様
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
辺
り

を
見
渡
す
と
外
套
を
被
っ
た
子
供
が
一
人
倒
れ
て
居
た
。

「
よ
り
に
よ
っ
て
、
子
供
か
よ
。
・
・
・
・
・
・
・
お
い
。
生
き
て
い
る
か
？
」

「
・
・
う
ぅ
・
・
」

子
供
は
生
き
て
い
た
よ
う
だ
。

「
意
識
は
・
・
・
無
し
。
外
傷
は
・
・
・
・
・
・
左
足
骨
折
・
・
擦
り
傷
多
数
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打
撲
多
数
・
・
・
ど
う
し
よ
う
か
・
・
・
・
・
ま
あ
、
助
け
る
か
。
・
・
・
・

つ
！
！
！
」

彼
は
、
子
供
の
外
傷
を
一
通
り
調
べ
上
げ
て
か
ら
親
指
の
皮
膚
を
噛
み
千
切
っ

た
。

（
イ
・
・
メ
ー
・
・
・
・
ジ
）

そ
し
て
、
彼
は
、
子
供
の
口
に
一
滴
自
身
の
血
を
飲
ま
せ
た
。

「
よ
い
っ
し
ょ
っ
と
！
！
」

彼
は
、
子
供
を
抱
き
抱
え
て
休
め
る
場
所
を
得
る
為
に
、
町
を
探
し
に
で
た
。

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
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「
・
・
・
・
何
！
？
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
・
・
本
当
か
？
・
・
・
・
・
・
解

っ
た
・
・
・
・
」

何
所
か
古
び
れ
た
神
殿
の
様
な
場
所
。

し
か
し
、
何
所
か
近
代
的
な
外
見
を
持
つ
物
も
あ
る
、
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
室
内

で
老
人
は
ひ
と
り
呟
く
。

「
・
・
・
こ
れ
は
、
厄
介
な
事
を
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ん
の
。
・
・
・
・

早
々
に
手
を
打
っ
た
方
が
よ
い
の
か
？
・
・
・
」

老
人
は
そ
う
呟
き
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

だ
が
、
立
ち
上
が
っ
た
と
思
っ
た
老
人
の
姿
は
其
処
に
は
無
く
、
沈
黙
だ
け
が

室
内
存
在
し
て
い
た
。
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彼
と
狂
気
の
一
端

時
が
た
ち
、
辺
り
も
暗
く
な
っ
て
き
た
最
中
。

彼
は
ま
だ
、
森
に
い
た
。

（
困
っ
た
な
～
、
何
処
に
も
町
ら
し
き
も
の
が
無
い
）

彼
は
子
供
を
抱
き
抱
え
た
状
態
で
も
う
長
い
事
歩
い
て
い
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
と
こ
ろ
で
、
何
か
御
用
で
す
か
？
」

彼
は
、
唐
突
に
誰
も
居
な
い
場
所
に
話
し
か
け
た
。

「
気
付
い
て
ん
な
ら
話
が
は
え
～
。
身
ぐ
る
み
と
そ
の
餓
鬼
置
い
て
、
怪
我
し

な
い
う
ち
に
と
っ
と
と
失
せ
な
。
」

し
か
し
、
木
蔭
か
ら
柄
の
悪
そ
う
な
男
が
威
圧
し
な
が
ら
出
て
き
た
。

「
は
い
。
解
り
ま
し
た
。
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
彼
は
木
に
子
供
を
齎
せ
な
が
ら
優
し
く
座
ら
せ
る
。

「
話
の
早
い
奴
は
好
き
だ
ぜ
～
、
で
も
、
さ
っ
さ
と
し
な
、
俺
は
気
が
長
く
な

い
ん
だ
。
」

柄
の
悪
い
男
は
下
劣
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
彼
を
急
か
す
。
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「
は
い
は
い
・
・
・
聞
い
て
い
い
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
、
な
ん
だ
。
」

「
こ
の
子
を
、
如
何
す
る
つ
も
り
で
す
か
？
」

「
は
ぁ
～
？
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
。
犯
し
た
後
に
殺
す
ん
だ
よ
。
何
な
ら
あ
ん
た

も
仲
間
に
入
れ
て
や
ろ
う
か
？
あ
は
は
は
は
！
！
」

男
の
下
劣
な
笑
み
が
な
を
醜
く
歪
む
。

「
・
・
・
く
っ
く
っ
く
・
・
は
は
は
・
・
・
わ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
」

唐
突
に
彼
が
笑
い
始
め
る
。

壊
れ
た
様
に
、
狂
っ
た
様
に
、
歪
ん
だ
様
に
。

歓
喜
に
満
ち
た
様
な
、
悲
愴
に
満
ち
た
様
な
。

言
葉
で
は
表
現
出
来
な
い
様
な
壮
絶
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
壮
絶
に
笑
っ
て
い
る
。

「
な
、
な
ん
だ
！
？
何
笑
っ
て
ん
だ
！
！
！
」

男
は
彼
の
変
わ
り
様
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
恐
怖
を
振
り
払
う

よ
う
に
彼
を
怒
鳴
り
つ
け
る
。

「
何
っ
て
？
解
ら
な
い
？
解
ら
な
い
よ
ね
？
教
え
て
あ
げ
る
よ
。
嬉
し
い
ん
だ

よ
、
楽
し
い
ん
だ
よ
！
！
！
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

彼
は
、
笑
い
続
け
る
。

「
な
、
何
だ
よ
て
め
ー
は
！
！
！
」

男
は
、
恐
怖
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
彼
に
切
り
か
か
る
。

「
は
は
は
・
・
・
・
・
君
、
つ
ま
ら
な
い
ね
。
も
う
い
い
や
。
」

し
か
し
、
彼
は
そ
う
言
う
と
、
斬
り
か
か
っ
て
来
る
男
の
剣
を
避
け
ず
蹴
り
を

入
れ
る
。

ガ
ッ
ギ
ッ
ン
！
！
！

ゴ
キ
！
！
！

「
ぎ
ゃ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
」

「
あ
は
♪
良
い
音
♪
」

男
の
剣
は
彼
の
左
肩
に
当
た
る
が
そ
の
瞬
間
に
金
属
が
ぶ
つ
か
っ
た
様
な
甲
高
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い
音
が
響
く
。

し
か
し
、
彼
の
蹴
り
は
男
の
左
腕
を
折
っ
て
な
を
、
勢
い
を
殺
さ
ず
に
蹴
り
抜

く
。
そ
の
た
め
男
の
左
腕
か
ら
赤
黒
く
染
ま
っ
た
骨
が
露
出
し
、
男
は
痛
み
に

耐
え
切
れ
ず
に
悲
鳴
を
上
げ
る
。

「
痛
て
ー
！
！
！
た
、
た
、
助
け
て
く
れ
！
！
！
見
逃
し
て
く
れ
！
！
」

男
は
見
っ
と
も
無
く
腰
を
抜
か
し
な
が
ら
、
彼
か
ら
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
。

「
え
？
嫌
だ
け
ど
？
」

彼
は
気
に
も
せ
ず
に
、
お
と
こ
に
詰
め
寄
る
。

「
ひ
っ
！
！
！
・
・
・
・
」

「
あ
ら
ら
、
気
を
失
っ
ち
ゃ
た
。
如
何
し
よ
う
か
な
。
」

彼
は
、
気
絶
し
た
男
を
見
な
が
ら
如
何
し
よ
う
か
思
案
す
る
。
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彼
と
贈
り
物

彼
は
困
っ
て
い
た
。

目
の
前
で
気
絶
し
た
男
を
こ
れ
か
ら
、
如
何
す
る
か
を
。

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

（
無
理
や
り
に
で
も
起
こ
し
て
、
近
く
に
村
が
無
い
か
聞
こ
う
か
な
。
そ
の
後

で
ま
た
考
え
れ
ば
い
い
よ
ね
？
）

彼
が
そ
ん
な
風
に
結
論
を
出
し
た
時
、
頭
に
直
接
声
が
し
て
き
た
。

《
お
ぬ
し
、
少
し
い
い
か
の
う
？
》

（
い
い
で
す
よ
～
。
御
爺
さ
ん
何
か
用
で
す
か
？
）

《
い
や
な
に
、
お
ぬ
し
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
な
。
》

（
・
・
・
・
）

《
何
じ
ゃ
、
嬉
し
く
な
い
の
か
の
う
？
》

（
・
・
・
・
何
を
私
は
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？
）

《
う
む
、
い
や
、
特
に
何
を
す
る
事
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
ぞ
い
。
》

（
で
は
何
故
？
）
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《
お
ぬ
し
に
与
え
た
能
力
で
直
接
戦
う
と
何
か
と
目
立
つ
か
ら
の
。
だ
か
ら
、

お
ぬ
し
の
た
め
に
武
器
を
用
意
し
て
お
い
た
。
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
る
の
は
ダ

イ
ン
ス
レ
イ
フ
じ
ゃ
知
っ
て
お
る
か
？
》

（
確
か
、
北
欧
神
話
に
出
て
く
る
魔
剣
で
・
・
・
な
る
ほ
ど
、
お
お
か
た
私
の

血
液
を
そ
の
剣
の
媒
体
に
し
て
情
報
収
集
で
も
す
る
つ
も
り
で
す
ね
。
）

《
・
・
・
考
え
が
飛
躍
し
す
ぎ
じ
ゃ
。
使
い
方
は
お
ぬ
し
の
血
を
一
滴
吸
わ
せ

て
や
れ
ば
解
る
か
ら
の
。
そ
れ
と
、
名
前
は
如
何
す
る
ん
じ
ゃ
？
》

（
名
前
？
）

《
お
ぬ
し
の
名
前
と
、
こ
の
剣
の
名
前
じ
ゃ
。
ち
な
み
に
、
お
ぬ
し
の
居
る
辺

り
の
名
前
は
中
国
系
の
名
で
、
さ
ら
に
“
真
名
”
と
呼
ば
れ
る
神
聖
な
名
が
あ

る
ん
じ
ゃ
。
》

（
じ
ゃ
あ
、
御
爺
さ
ん
が
真
名
と
武
器
の
名
前
付
け
て
く
だ
さ
い
よ
。
）

《
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
か
の
？
》

（
砕
け
た
話
、
名
前
な
ん
て
基
本
興
味
無
い
で
す
し
。
真
名
と
武
器
だ
け
で
良

い
で
す
よ
。
他
の
は
、
偽
名
使
い
ま
す
か
ら
。
）

《
う
む
、
解
っ
た
。
な
ら
ば
、
お
ぬ
し
の
真
名
を
“
真
”
、
武
器
の
名
を
“
赤

蓮
”
で
ど
う
じ
ゃ
？
》

（
解
り
ま
し
た
。
何
処
で
受
け
取
れ
ば
？
）

《
・
・
・
・
・
・
感
想
な
し
な
ん
じ
ゃ
な
。
武
器
は
、
ほ
れ
。
》

ド
ス

彼
の
右
側
に
何
故
か
鞘
に
入
っ
た
ま
ま
で
“
日
本
刀
”
が
地
面
に
刺
さ
っ
て
い

る
。
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（
何
故
に
、
日
本
刀
？
）

《
気
分
じ
ゃ
。
》

（
ま
ぁ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）

《
達
者
で
の
う
。
》

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

し
ば
ら
く
た
ち
、
彼
は
右
側
に
あ
る
。
日
本
刀
を
地
面
か
ら
抜
き
出
し
鞘
か
ら

刀
身
を
抜
き
、
自
身
の
血
を
一
滴
垂
ら
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
彼
の
頭
に
様
々
な
情
報
が
入
っ
て
来
た
。

「
こ
れ
は
、
使
え
る
な
。
」

そ
う
呟
き
、
彼
は
気
絶
し
て
い
る
男
に
、
斬
り
先
を
少
し
当
て
ほ
ん
の
少
し
だ

け
出
血
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
男
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
か
。
一
瞬
で
理
解
し
た
。

「
う
～
ん
。
思
っ
た
よ
り
詰
ま
ん
な
か
っ
た
な
。
も
う
い
い
や
。
」
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シ
ュ
ン
！
！
！

彼
は
、
そ
う
言
い
放
ち
男
の
首
を
斬
り
を
と
し
た
。

「
よ
い
っ
し
ょ
っ
と
。
さ
て
、
町
は
こ
っ
ち
で
良
い
の
か
な
？
」

彼
は
、
子
供
を
抱
き
抱
え
る
と
町
の
方
に
歩
き
始
め
た
。



24

彼
と
贈
り
物
（
後
書
き
）

次
回
は
、
チ
ョ
ッ
と
し
た
主
人
公
設
定
を
公
開
し
ま
す
。
ネ
タ
ば
れ
に
な
る
事

も
躊
躇
な
く
書
き
ま
す
ん
で
、
ネ
タ
ば
れ
嫌
い
な
方
な
ど
は
、
飛
ば
し
て
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
主
人
公
の
性
・
名
・
字
募
集
中
で
す
。
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主
人
公
設
定

～
主
人
公
設
定
～

性
：
適
当
に
名
乗
り
ま
す
。

名
：
適
当
に
名
乗
り
ま
す
。

字
：
適
当
に
名
乗
り
ま
す
。

真
名
：
真

ま
こ
と

容
姿

身
長
、
１
７
７
ｃ
ｍ
。
体
重
、
６
５
ｋ
ｇ
。
短
髪
黒
髪
。
黒
眼
。
顔
は
中
の
上
。

基
本
的
に
目
は
薄
目
で
、
興
奮
・
感
情
の
高
ぶ
り
で
目
が
見
開
く
。
眼
鏡
を
か

け
て
い
る
。
黒
い
シ
ャ
ツ
に
黒
い
ジ
ー
ン
ズ
黒
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
（
夏
で
も
着

て
い
る
）
。
体
は
筋
肉
質
だ
が
無
駄
な
筋
肉
は
削
ぎ
落
し
て
あ
り
、
服
を
着
て

い
る
と
唯
の
ひ
ょ
ろ
い
あ
ん
ち
ゃ
ん
に
し
か
見
え
な
い
。

性
格

基
本
め
ん
ど
く
さ
が
り
。
だ
が
、
自
身
が
楽
し
む
た
め
に
は
労
力
を
厭
わ
な
い
。

人
格
破
綻
者
。
異
常
者
。
欠
損
者
。
し
か
し
、
人
間
と
虫
以
外
に
は
無
償
の
愛

情
を
注
ぎ
こ
む
（
動
物
を
前
に
す
る
と
軽
く
発
狂
す
る
）
。
ま
た
、
礼
儀
作
法

や
マ
ナ
ー
・
紳
士
的
な
対
応
を
極
力
踏
ま
え
た
行
動
を
と
る
様
に
躾
け
ら
れ
た
。

物
事
を
客
観
的
に
し
か
見
え
な
い
の
を
ど
う
に
か
周
り
に
合
わ
せ
る
為
に
、
度

々
ボ
ー
と
し
て
し
ま
う
。
さ
り
気
無
く
料
理
も
上
手
い
が
自
身
の
作
っ
た
物
は

総
じ
て
不
味
い
物
だ
と
思
っ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
事
は
徹
底
的
に
や
っ
て
し

ま
う
。
自
身
に
関
係
の
あ
る
者
が
、
不
利
益
や
危
機
に
襲
わ
れ
る
と
、
我
を
忘

れ
る
事
が
あ
る
。
興
味
の
無
い
も
の
に
は
と
こ
と
ん
無
頓
着
。
ま
た
、
姉
や
母

親
の
教
育
（
肉
体
言
語
で
の
教
育
）
で
、
次
の
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
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つ
い
動
い
て
し
ま
う
事
が
あ
る
。

女
子
供
に
暴
力
を
振
る
う
事
。

女
子
供
に
暴
言
を
吐
く
事
。

女
子
供
が
困
っ
て
い
た
ら
何
を
お
い
て
も
助
け
る
。

女
子
供
は
必
ず
守
る
事
、
な
ど
。

能
力

世
界
移
動

本
来
は
異
世
界
移
動
の
能
力
だ
が
、
異
世
界
移
動
は
御
爺
さ
ん
（
神
）
の
許
可

が
無
い
と
出
来
な
い
。

し
か
し
、
認
識
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
内
な
ら
空
間
移
動
や
瞬
間
移
動
の
様
な
事

も
出
来
る
。

血
液
に
付
与
（
能
力
や
特
性
等
）

自
身
の
血
液
に
能
力
や
特
性
・
属
性
等
と
言
っ
た
も
の
え
お
付
与
す
る
能
力
。

ま
た
、
能
力
の
使
用
に
は
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
で
あ
り
、
基
本
的
に
知
っ
て
い
る

事
、
見
た
事
の
あ
る
事
、
理
解
出
来
て
い
る
事
し
か
付
与
で
き
な
い
。

本
来
は
体
の
急
激
な
変
化
や
負
荷
の
た
め
激
痛
が
走
る
が
、
彼
が
二
回
目
に
付

与
し
た
能
力
に
よ
っ
て
能
力
使
用
時
に
激
痛
は
感
じ
な
く
な
っ
た
。

ち
な
み
に
次
の
様
な
能
力
を
付
与
し
た
。

皮
膚
が
他
人
に
裂
け
ら
れ
た
瞬
間
に
血
液
が
高
硬
度
高
質
化
。
（
基
本
デ
フ
ォ

ル
ト
）

能
力
の
使
用
時
に
負
担
変
化
に
耐
え
ら
れ
る
様
に
肉
体
の
変
換
。
（
基
本
デ
フ

ォ
ル
ト
）

身
体
能
力
の
向
上
。
（
基
本
デ
フ
ォ
ル
ト
）
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血
液
の
制
御
。
（
基
本
デ
フ
ォ
ル
ト
）

任
意
の
相
手
に
治
癒
効
果
を
齎
す
。
（
オ
ン
オ
フ
可
能
）

熱
さ
・
寒
さ
・
湿
気
な
ど
の
環
境
に
影
響
さ
れ
な
い
体
。

デ
フ
ォ
ル
ト

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
増
え
る
予
定
で
す
。

武
器
：
赤
蓮

せ
き
れ
ん

全
長
：
約
９
０
ｃ
ｍ
（
別
の
武
器
の
形
を
血
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
血
を
一
滴
垂
ら

す
と
別
の
武
器
に
変
化
す
る
。
）

重
量
：
２
～
３
０
０
０
ｋ
ｇ
（
武
器
の
重
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
血
を
一
滴
垂
ら

す
と
重
量
が
増
加
減
少
す
る
。
）

幾
ら
人
や
動
物
を
斬
っ
て
も
錆
び
な
い
刃
毀
れ
し
な
い
。
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
と

い
う
北
欧
神
話
に
出
て
く
る
、
魔
剣
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
た
め
こ
の
剣
で
付

け
ら
れ
た
傷
は
治
ら
な
い
。
ま
た
、
神
の
計
ら
い
で
、
次
の
様
な
様
々
な
改
造

を
施
さ
れ
て
い
る
。

血
を
吸
わ
せ
る
と
、
そ
の
血
の
所
有
者
の
今
ま
で
の
記
憶
（
経
験
）
を
一
瞬
で

こ
の
剣
の
保
持
者
に
見
せ
る
（
オ
ン
オ
フ
可
能
）
。

こ
の
剣
で
付
け
ら
れ
た
傷
は
治
ら
な
い
（
オ
ン
オ
フ
可
能
）
。

見
た
目
が
日
本
刀
。

刀
身
が
赤
黒
い
。

柄
に
蓮
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
。

お
ま
け
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御
爺
さ
ん
（
神
）
設
定

名
前
：
不
明

容
姿

身
長
、
約
１
８
０
ｃ
ｍ
。
体
重
、
？
ｋ
ｇ
。
白
髪
。
長
髪
。
白
い
ロ
ー
ブ
の
様

な
も
の
を
着
て
い
る
。
９
０
歳
後
半
の
容
姿
。
だ
が
、
背
筋
は
き
ち
ん
と
伸
び

て
い
る
。

性
格

の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
様
で
腹
黒
い
事
を
考
え
て
い
る
様
だ
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
何
を
考
え
て
い
る
か
解
ら
な
い
性
格
。
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主
人
公
設
定
（
後
書
き
）

後
々
追
加
し
て
い
き
ま
～
す
。
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死
体
と
料
理
と
思
考
停
止

「
う
わ
ぁ
ー
・
・
・
・
・
こ
れ
は
あ
る
意
味
絶
景
だ
な
～
。
」

時
刻
は
も
う
日
の
昇
る
少
し
前
。

彼
は
廃
村
の
入
り
口
に
い
た
。
壊
さ
れ
た
建
物
、
焼
け
焦
げ
た
建
物
、
所
々
に

無
雑
作
に
飛
び
散
っ
て
い
る
血
痕
・
肉
片
・
死
体
の
成
れ
の
果
て
。
町
の
入
り

口
に
は
、
目
が
抉
れ
壮
絶
な
表
情
を
浮
か
べ
全
て
の
指
を
斬
り
落
と
さ
れ
全
身

に
矢
を
所
々
に
射
ら
れ
針
達
磨
の
様
に
な
っ
た
男
の
死
体
。
見
渡
す
限
り
残
虐

な
行
い
が
行
わ
れ
た
事
が
手
に
取
る
様
に
解
る
、
そ
ん
な
村
。

「
う
～
ん
。
ど
う
し
よ
う
か
な
？
・
・
・
・
っ
あ
！
・
・
・
・
初
め
て
人
殺
し

た
ん
だ
・
・
・
・
も
っ
と
楽
し
ん
ど
け
ば
よ
か
っ
た
な
～
。
」

彼
は
、
殺
し
と
い
う
行
為
を
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

彼
に
と
っ
て
生
き
る
、
事
態
が
娯
楽
と
し
て
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
。

「
と
り
あ
え
ず
・
・
・
・
・
あ
れ
で
い
い
か
な
。
」

彼
は
、
欠
損
の
少
な
い
民
家
を
見
つ
け
た
。
そ
し
て
、
家
の
中
を
調
べ
始
め
た
。

「
運
が
い
い
な
、
寝
屋
は
無
事
だ
。
よ
い
し
ょ
っ
と
。
」

彼
は
、
抱
き
抱
え
て
い
た
子
供
を
寝
具
に
ゆ
っ
く
り
と
寝
か
し
、
他
の
場
所
も

調
べ
る
た
め
に
部
屋
を
出
た
。

「
・
・
・
・
死
者
に
は
そ
れ
な
り
の
礼
儀
を
持
っ
て
接
せ
・
・
・
・
か
。
」

彼
は
そ
う
呟
く
と
、
肉
片
・
死
体
の
成
れ
の
果
て
を
一
人
分
か
き
集
め
て
は
埋

め
墓
石
代
わ
り
に
石
を
積
む
と
い
う
作
業
を
黙
々
と
続
け
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・



31

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

日
が
天
高
く
昇
る
ほ
ど
の
時
間
が
た
っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
、
あ
の
子
起
き
る
こ
ろ
か
な
？
切
り
上
げ
て
と
り
あ
え
ず
、
食
材

確
認
す
る
か
な
～
。
」

彼
は
そ
う
言
う
と
、
作
業
を
中
断
し
先
程
調
べ
た
時
に
見
つ
け
た
宿
屋
の
調
理

場
に
食
料
の
確
認
に
向
か
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
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「
・
・
・
・
・
・
作
り
過
ぎ
た
か
？
・
・
・
・
・
ま
ぁ
・
・
・
・
い
い
か
な
？
」

炒
飯
。
野
菜
炒
め
。
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
。
チ
ャ
オ
チ
ェ
ヅ
。
な
ど
が
ざ
っ
と

数
え
て
十
人
分
以
上
の
料
理
が
厨
房
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い
る
。

（
に
し
て
も
、
こ
こ
は
何
だ
？
水
道
、
電
気
が
無
く
、
建
物
や
あ
の
男
の
“
記

憶
“
か
ら
考
え
る
に
中
国
圏
の
何
所
か
だ
ろ
う
、
時
代
は
三
国
志
辺
り
か
？
・
・

・
・
駄
目
だ
・
・
・
・
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
・
・
・
他
の
可
能
性
も
考
慮
し
な

い
と
・
・
・
・
）

ぐ
～

（
し
か
し
・
・
・
・
・
御
爺
さ
ん
は
何
故
私
を
此
処
に
送
っ
た
の
だ
ろ
う
？
・
・

・
・
真
偽
は
何
所
に
・
・
・
）

彼
は
物
音
に
気
付
か
ず
に
考
え
続
け
る
。

ぐ
ぅ
～
～
～
！
！
！

「
う
ん
？
」

彼
は
厨
房
の
入
り
口
か
ら
大
き
な
音
が
し
た
事
に
気
付
き
、
厨
房
の
入
り
口
に

目
を
や
る
。
其
処
に
は
寝
て
居
た
筈
の
子
供
が
厨
房
の
入
り
口
か
ら
じ
っ
と
彼

を
見
て
居
た
。

「
・
・
・
・
・
・
」
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子
供
は
厨
房
の
入
り
口
か
ら
何
も
言
わ
ず
に
じ
っ
と
彼
の
事
を
見
続
け
て
い
る
。

「
如
何
し
た
の
で
す
か
？
」

彼
は
努
め
て
優
し
く
問
い
か
け
る
。

「
・
・
・
・
・
・
」

し
か
し
、
子
供
の
方
は
依
然
と
し
て
沈
黙
し
彼
を
じ
っ
と
見
詰
め
続
け
る
。

「
何
所
か
ま
だ
痛
い
と
こ
ろ
は
無
い
で
す
か
？
」

「
フ
ル
フ
ル
・
・
・
」

子
供
は
首
を
横
に
振
る
。

「
で
は
、
如
何
な
さ
い
ま
し
た
か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

彼
は
、
ど
う
対
処
し
よ
う
か
思
考
の
海
に
潜
ろ
う
と
し
た
、
そ
の
時
。

ぐ
ぅ
～
！
！
！
ぐ
ぅ
～
～
～
～
～
～
！
！
！
！
！
！
！
！

「
・
・
・
・
・
・
・
・
お
腹
空
い
た
な
ら
、
食
べ
て
い
い
で
す
よ
。
」

彼
は
突
然
子
供
か
ら
し
た
お
腹
の
音
に
少
し
の
間
思
考
が
止
ま
っ
た
。
だ
が
、

直
ぐ
に
自
分
を
取
り
戻
し
て
子
供
に
料
理
を
進
め
る
。

「
は
ぐ
は
ぐ
は
ぐ
」

子
供
は
躊
躇
無
く
料
理
に
飛
び
つ
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
ま
ぁ
、
こ
れ
だ
け
食
べ
る
元
気
が
あ
れ
ば
問
題
な
い
よ
ね
。

無
い
よ
ね
。
」

彼
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
呟
い
た
。

「
は
ぐ
は
ぐ
は
ぐ
は
ぐ
」

子
供
は
、
彼
の
事
な
ど
気
に
せ
ず
に
食
べ
続
け
て
い
た
。
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死
体
と
料
理
と
思
考
停
止
（
後
書
き
）

感
想
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
是
非
送
っ
て
下
さ
～
い
。
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死
者
の
思
い
と
魂
か
ら
の
叫
び

「
少
し
出
て
き
ま
す
。
食
べ
て
て
い
い
で
す
か
ら
。
」

「
コ
ク
コ
ク
！
！
」

彼
は
子
供
の
反
応
を
確
か
め
て
か
ら
厨
房
か
ら
出
て
行
き
、
村
人
だ
っ
た
物
の

を
埋
葬
し
始
め
る
の
だ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
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「
・
・
・
こ
れ
は
？
」

黙
々
と
作
業
し
三
時
間
程
経
っ
た
頃
に
彼
は
、
一
つ
の
民
家
に
入
り
死
体
が
無

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
。

其
処
で
彼
は
、
少
し
違
和
感
の
あ
る
一
つ
の
死
体
を
見
付
け
た
。

そ
の
死
体
は
所
々
に
刺
傷
・
切
傷
・
頭
を
踏
み
潰
さ
れ
脳
髄
を
撒
き
散
ら
し
、

臓
物
を
脇
腹
か
ら
引
き
摺
り
出
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
蹲
り
手
を
守
る
様
に
息

絶
え
た
男
性
の
死
体
。

「
・
・
・
・
・
・
見
付
け
た
く
無
か
っ
た
・
・
か
な
？
」

息
絶
え
た
男
性
の
手
に
は
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
握
り
潰
さ
れ
、
自
身
の
爪
で
自
身

の
掌
を
貫
き
出
血
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
更
に
力
強
く
握
り
締
め
て
い
た
と

思
わ
れ
る
物
は
、
赤
く
紅
く
染
ま
っ
た
一
枚
の
紙
切
れ
だ
っ
た
。

其
処
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
賊
の
本
拠
地
は
山
中
の
崖
の
傍
に
有
る
砦
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
ず
知
ら
ず
の
貴
方
。
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叶
う
な
ら
ば
、
ど
う
か
妻
と
娘
を
救
っ
■
◆

●
▼
＞

最
後
の
文
は
文
字
と
し
て
読
み
解
け
る
物
で
は
な
か
っ
た
。

「
如
何
し
よ
う
か
な
？
・
・
・
・
・
・
・
・
っ
て
、
私
に
選
択
権
は
一
つ
し
か

無
い
で
す
よ
ね
。
・
・
・
・
・
・
・
は
～
。
」

彼
は
手
紙
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
厨
房
に
向
か
っ
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
。
少
し
用
事
が
出
来
た
の
で
此
処
で
待
っ
て
居
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
駄
目
で
す
か
？
」

「
コ
ク
」

「
う
～
ん
・
・
・
で
は
、
帰
っ
て
来
た
ら
御
菓
子
を
作
っ
て
挙
げ
ま
す
。
そ
「

コ
ク
コ
ク
！
！
！
！
」
・
・
・
・
物
分
か
り
の
い
い
子
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
。
・
・
・
・
・
い
い
子
。
い
い
子
。
」

「
コ
ク
」

彼
は
そ
う
言
う
と
子
供
の
頭
を
撫
で
た
。
そ
れ
に
対
し
て
子
供
は
一
度
頷
い
た
。

だ
が
、
外
套
を
深
く
被
っ
て
い
る
為
表
情
は
解
ら
な
い
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
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照
れ
て
い
る
様
な
雰
囲
気
が
醸
し
出
て
い
た
。

（
・
・
・
・
・
・
・
や
ば
い
・
・
・
・
・
子
犬
み
た
い
で
可
愛
い
。
尻
尾
が
着

い
て
い
る
の
で
は
？
・
・
・
・
・
・
・
・
っ
は
！
？
・
・
い
け
な
い
。
い
け
な

い
。
）

つ
い
彼
は
子
供
に
尻
尾
が
付
い
て
い
て
激
し
く
振
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

と
、
真
剣
に
考
え
始
め
そ
う
に
な
っ
て
い
た
が
ギ
リ
ギ
リ
で
我
を
取
り
戻
し
た
。

「
で
は
、
行
っ
て
き
ま
す
ね
。
い
い
子
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
」

「
コ
ク
コ
ク
」

そ
う
言
い
彼
は
子
供
の
方
を
見
ず
に
厨
房
か
ら
出
て
太
陽
が
傾
き
始
め
た
山
賊

の
砦
が
あ
る
森
に
向
か
っ
た
。

何
故
振
り
向
か
な
か
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
、
次
に
子
犬
の
よ
う
な
姿
を
見
た
ら
彼
が
暴
走
（
発
狂
）
し
て
し
ま
う

か
も
知
れ
な
か
っ
た
か
ら
自
重
し
た
の
で
あ
る
。

（
あ
れ
は
。
や
ば
い
。
二
連
続
で
見
た
ら
・
・
・
・
・
・
こ
の
事
は
、
考
え
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。
・
・
・
・
そ
の
方
が
い
い
。
・
・
・
・
・
・
・
け
ど
・
・
・

・
・
・
・
可
愛
か
っ
た
な
～
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
今
回
の
事

は
見
な
か
っ
た
事
が
正
し
い
！
！
・
・
・
・
・
・
で
も
・
・
・
・
・
・
見
た
か

っ
た
・
・
・
・
・
・
・
・
・
け
れ
ど
、
見
た
ら
自
制
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い

か
ら
こ
の
選
択
は
正
し
い
！
！
！
！
！
！
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
け
ど
、
可
愛
か
っ
た
な
～
・
・
・
・
・
・
・
・
）

彼
は
山
賊
の
砦
ま
で
の
道
中
ず
っ
と
、
な
ど
と
そ
ん
な
事
ば
か
り
を
考
え
て
い

た
。
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「
楽
し
い
と
可
愛
い
は
正
義
だ
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！

！
」

何
処
か
ら
か
、
壮
絶
な
魂
の
叫
び
の
様
な
声
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
る
森
に
響
い

た
と
い
う
。
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死
者
の
思
い
と
魂
か
ら
の
叫
び
（
後
書
き
）

こ
の
話
で
は
軽
く
元
々
壊
れ
て
い
た
主
人
公
が
更
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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懇
願
と
赫
い
赫
き
（
前
書
き
）

更
新
遅
く
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。
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懇
願
と
赫
い
赫
き

「
こ
こ
・
・
・
・
か
な
？
」

西
の
空
が
ほ
ん
の
少
し
茜
色
に
ま
だ
染
ま
っ
て
い
る
昼
と
夜
の
境
界
。

そ
ん
な
時
間
に
彼
は
山
賊
の
砦
の
城
壁
ら
し
き
所
に
辿
り
着
い
た
。

彼
は
辺
り
を
見
渡
し
城
壁
沿
い
に
灯
り
の
灯
っ
て
い
る
場
所
を
見
付
け
近
付
い

て
み
る
事
に
し
た
。

近
付
い
て
み
る
と
砦
の
門
の
様
な
も
の
が
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
傍

ら
に
門
番
ら
し
き
人
物
を
一
人
見
付
け
た
。

「
も
し
、
門
番
さ
ん
。
」

「
あ
ぁ
～
ん
！
！
・
・
・
ん
だ
よ
。
ヒ
ョ
ロ
イ
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
迷
い
で
も
し
た

の
か
い
。
」

通
常
の
人
間
な
ら
普
通
に
在
り
得
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
彼
は
極
々
普
通
に
門

番
へ
声
を
か
け
る
。
賊
の
砦
の
門
番
は
、
一
番
初
め
は
唐
突
の
事
で
訝
ん
で
い

た
が
、
彼
の
事
を
見
て
唯
の
迷
い
人
と
で
も
思
っ
た
ら
し
い
。

「
い
え
い
え
、
こ
の
辺
り
で
楽
し
い
事
が
出
来
る
と
小
耳
に
は
さ
ん
だ
の
で
立

ち
寄
っ
て
み
た
の
で
す
が
。
も
し
こ
こ
が
そ
う
な
ら
、
私
も
入
れ
て
は
も
ら
え

ま
せ
ん
か
？
」

彼
は
話
し
相
手
が
違
け
れ
ば
上
流
階
級
の
貴
族
が
優
雅
に
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
様
に
し
か
見
え
な
い
優
雅
で
自
然
な
振
る
舞
い
で
門
番
に
問
い
か
け
る
。

「
あ
ん
ち
ゃ
ん
よ
～
。
良
い
耳
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
・
・
・
・
・
よ
く
見
た

ら
珍
し
い
着
物
と
剣
持
っ
て
ん
な
・
・
・
・
そ
れ
、
よ
こ
し
た
ら
考
え
て
や
る

よ
。
」

彼
の
言
葉
に
賊
の
砦
の
門
番
の
男
は
、
彼
の
事
を
遠
慮
な
く
頭
か
ら
爪
先
ま
で

品
定
め
す
る
様
に
眺
め
み
る
。

そ
し
て
、
厭
ら
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
彼
に
手
荷
物
を
寄
越
せ
と
言
っ
て
き
た
。

「
そ
う
で
す
か
。
解
り
ま
し
た
。
」
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彼
は
何
事
も
無
か
っ
た
様
に
言
い
。
左
腰
に
さ
し
た
赤
蓮
を
鞘
ご
と
腰
か
ら
引

き
抜
く
。

「
・
・
・
あ
ぁ
、
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
」

だ
が
彼
は
門
番
に
芝
居
か
が
っ
て
言
っ
た
。

「
ま
だ
、
な
ん
か
あ
ん
の
か
ぁ
？
」

門
番
が
面
倒
そ
う
に
尋
ね
る
。

「
は
い
。
良
い
物
が
あ
る
の
で
す
よ
。
」

彼
は
演
技
か
か
っ
た
様
に
と
続
け
る
。

「
お
お
う
！
？
な
ん
だ
な
ん
だ
！
？
金
目
の
も
ん
か
！
？
」

門
番
は
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
の
か
、
目
の
色
を
変
え
て
彼
に
尋
ね
る
。

「
え
え
・
・
・
・
と
て
も
い
い
物
で
す
よ
。
」

彼
は
変
わ
ら
ず
に
演
技
か
か
っ
た
様
に
、
勿
体
ぶ
っ
て
い
る
。

「
勿
体
付
け
て
な
い
で
さ
っ
さ
と
教
え
ろ
よ
！
！
」

門
番
は
堪
え
性
が
無
い
の
か
。
彼
に
掴
み
掛
る
か
の
勢
い
で
問
い
か
け
る
。

「
は
い
。
」

彼
は
先
程
ま
で
と
違
い
人
形
の
様
に
返
答
す
る
。

「
早
く
し
ろ
よ
！
！
」

し
か
し
門
番
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
今
ま
で
焦
れ
て
い
た
た
め
か
彼
の
様

子
の
変
化
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

「
今
見
せ
ま
す
よ
。
」

（
イ
メ
ー
ジ
）

彼
は
能
面
の
様
な
表
情
で
、
赤
蓮
を
眼
前
に
持
っ
て
来
て
刃
を
少
し
抜
き
自
身

の
左
手
の
人
指
し
指
を
少
し
切
り
つ
つ
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

「
な
、
何
や
っ
て
ん
だ
？
」

門
番
は
戸
惑
っ
た
様
に
、
彼
に
問
い
か
け
る
。

「
・
・
・
・
」

し
か
し
、
彼
は
答
え
な
い
。

代
わ
り
に
何
も
持
っ
て
い
な
い
左
手
を
門
番
に
向
け
振
り
抜
く
。

そ
し
て
、
彼
の
切
り
傷
か
ら
血
液
が
門
番
に
向
か
っ
て
飛
散
す
る
。

不
自
然
な
軌
道
を
と
っ
て
。
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「
！
？
何
す
ん
だ
テ
メ
ー
！
！
飲
ん
じ
ま
ち
ゃ
た
じ
ゃ
ね
・
・
・
・
・
・
！
？
」

門
番
は
唐
突
な
彼
の
行
動
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
が
、
突
然
喋
ら
な
く
な
る
。

い
や
、
喋
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
う
、
彼
の
能
力
で
飛
散
し
た
血
液
を
操
り
、
賊
の
砦
の
門
番
の
口
か
ら
体
内

に
侵
入
さ
せ
喋
れ
な
く
し
た
の
だ
。

「
さ
て
、
そ
れ
は
と
て
も
良
い
物
で
す
よ
。
音
が
発
せ
無
い
だ
け
で
な
く
、
徐

々
に
肉
体
を
浸
食
し
て
最
終
的
に
は
な
ん
と
爆
ぜ
ま
す
か
ら
。
」

彼
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
賊
の
砦
の
門
番
を
見
て
い
る
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
、

子
供
が
初
め
て
楽
し
い
絵
本
で
も
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
時
の
様
に
、
無
邪
気

に
賊
の
砦
の
門
番
を
見
て
い
た
。

「
っ
！
？
・
・
・
・
・
！
！
！
！
・
・
・
・
！
！
・
・
・
・
・
！
！
！
！
！
」

（
っ
！
？
助
け
て
く
れ
！
！
！
！
頼
む
か
ら
！
！
助
け
て
く
れ
！
！
！
！
！
）

賊
の
砦
の
門
番
は
、
声
が
出
な
い
が
必
死
に
懇
願
す
る
。

「
・
・
・
・
・
や
っ
ぱ
、
い
い
や
。
遊
ん
で
い
る
時
間
な
い
し
。
」

彼
は
能
面
の
様
な
表
情
に
戻
り
そ
う
呟
く
。

「
・
・
・
・
・
！
！
！
・
・
・
・
・
！
！
！
！
」

（
助
け
て
く
れ
！
！
！
助
け
て
く
れ
！
！
！
！
）

門
番
は
声
が
出
な
い
の
も
構
わ
ず
に
懇
願
し
続
け
る
。

「
・
・
・
・
・
爆
ぜ
ろ
。
」

彼
は
そ
う
言
い
命
じ
た
。

パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

軽
く
と
て
も
小
さ
な
炸
裂
音
が
連
続
し
て
門
番
の
皮
膚
・
肉
・
臓
物
は
破
裂
し

飛
散
し
た
血
液
が
門
番
の
残
っ
た
髪
や
服
に
付
着
し
た
。
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【
パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
パ
ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
】

そ
し
て
、
と
て
も
小
さ
な
破
裂
音
が
重
な
り
合
い
辺
り
に
ほ
ん
の
少
し
響
い
た
。

賊
の
砦
の
城
門
前
に
は
門
番
だ
っ
た
物
も
身
に
着
け
て
い
た
物
も
無
く
、
綺
麗

に
赫
く
染
ま
っ
た
城
門
が
あ
っ
た
。

「
ど
ん
な
人
間
で
も
こ
う
な
れ
ば
綺
麗
だ
な
～
。
」

彼
は
そ
う
言
い
、
数
秒
眺
め
る
事
に
し
た
。

血
で
赫
く
染
め
ら
れ
た
城
門
は
、
夕
日
に
照
ら
さ
れ
赫
く
赫
き
と
て
も
幻
想
的

で
美
し
か
っ
た
と
い
う
。
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蹂
躙
と
歓
喜
（
前
書
き
）

更
新
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

家
族
旅
行
行
っ
た
り

行
っ
た
先
で
ウ
ィ
ル
ス
性
の
風
邪
引
い
た
り

母
親
に
風
邪
う
つ
し
て
介
抱
し
た
り
と

忙
し
か
っ
た
も
の
で

本
当
に
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
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蹂
躙
と
歓
喜

喧
騒
。

賊
の
砦
内
の
中
央
に
有
る
広
場
の
様
な
場
所
で
は
、
五
月
蠅
く
騒
々
し
く
賊
が

宴
会
を
し
て
い
る
。

そ
ん
な
時
、
一
番
高
い
位
置
か
ら
一
人
の
豪
快
・
豪
胆
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
男

が
立
ち
上
が
る
。

騒
が
し
か
っ
た
賊
た
ち
は
皆
そ
の
男
に
黙
り
注
目
す
る
。

「
屑
ど
も
！
！
解
っ
て
る
と
思
う
が
こ
の
商
品
に
は
手
を
出
す
な
よ
！
！
！
！

価
値
が
下
が
る
か
ら
な
！
！
！
が
は
は
は

は
！
！
！
！
細
け
ぇ
事
は
此
処
ま
で
だ
！
！
！
屑
ど
も
！
！
！
！
今
日
は
宴
だ

！
！
！
飲
め
や
歌
え
や
！
！
！
！
！
が
は
は
は
！
！
！
！
！
」

豪
快
・
豪
胆
に
笑
っ
て
い
た
男
は
広
場
の
隅
に
鎖
で
繋
が
れ
震
え
上
っ
て
い
る

女
性
や
子
供
を
指
し
て
言
い
。
そ
し
て
更
に
、
凄
ま
じ
く
豪
快
に
豪
胆
に
笑
う
。

『
オ
ォ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
』

男
に
、
賊
た
ち
も
呼
応
し
て
雄
た
け
び
を
上
げ
、
先
程
よ
り
も
騒
が
し
く
賊
は

騒
ぎ
宴
会
を
再
開
し
た
。

・
・
・
・
・
ド
ッ
ド
ッ
ド
ゴ
ン
！
！
！
！
！
！
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そ
ん
な
砦
の
中
一
際
大
き
な
瓦
壊
音
が
響
く
。

全
長
が
５
ｍ
程
あ
る
城
門
が
６
分
割
に
切
裂
か
れ
崩
れ
積
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
傍
ら
に
は
彼
が
い
た
。

そ
の
手
に
は
刃
が
赤
々
鈍
く
輝
く
大
脇
差
と
小
太
刀
が
左
右
の
手
に
握
ら
れ
て

い
た
。

「
宴
会
中
失
礼
。
・
・
・
・
い
や
、
何
で
も
な
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
殺
す
相
手

に
は
礼
は
必
要
だ
と
教
わ
っ
て
無
い
し
。
・
・
・
・
・
・
あ
ぁ
。
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
死
ん
だ
ら
埋
葬
は
す
る
ん
で
。
安
心
し
て
殺
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
」

「
・
・
・
・
・
殺
せ
！
！
！
！
」

砦
に
い
た
賊
達
は
彼
の
異
質
な
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
呆
然
と
し
て
い
た
賊
た
ち
は
、

先
程
豪
快
に
笑
っ
て
い
た
男
が
叫
ぶ
と
一
斉
に
彼
に
向
っ
て
襲
い
掛
か
っ
た
。

「
や
れ
や
れ
。
盛
ん
で
す
ね
。
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
い
れ
ば
楽
し
め
る
か

も
し
れ
な
い
ね
。
」

彼
は
手
に
大
脇
差
と
小
太
刀
を
持
ち
な
が
ら
呆
れ
た
様
に
言
い
、
そ
の
後
と
て

も
恍
惚
と
し
た
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

『
ッ
！
！
！
！
！
！
』

捕
ま
っ
て
い
た
女
性
た
ち
は
子
供
を
抱
き
締
め
こ
れ
か
ら
起
き
る
で
あ
ろ
う
残

酷
な
場
面
を
見
な
い
様
に
目
を
閉
じ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
達
は
耳
に
は
一
方
的
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に
切
り
刻
ま
れ
る
音
。
血
が
肉
が
臓
物
な
ど
が
飛
び
散
る
音
が
響
く
。

『
う
わ
～
～
。
逃
げ
ろ
逃
げ
ろ
！
！
』

し
か
し
、
彼
女
達
の
耳
に
は
複
数
の
男
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。

『
・
・
・
・
？
・
・
！
！
！
？
』

そ
し
て
彼
女
達
は
恐
る
恐
る
目
を
開
け
見
た
物
は
、
笑
み
を
浮
か
べ
一
方
的
に

蹂
躙
・
虐
殺
を
す
る
彼
の
姿
だ
っ
た
。

彼
に
正
面
か
ら
大
振
り
で
切
り
か
か
っ
て
来
る
賊
、
彼
は
右
斜
め
前
に
大
き
く

踏
み
込
み
大
脇
差
で
す
れ
違
い
ざ
ま
に
胴
を
真
っ
二
つ
に
、
後
ろ
か
ら
迫
る
賊

の
剣
を
持
っ
て
い
る
手
の
指
を
振
り
向
き
ざ
ま
に
左
手
に
持
っ
て
い
た
小
太
刀

で
斬
り
落
と
し
そ
の
勢
い
の
ま
ま
右
手
の
大
脇
差
で
首
を
刎
ね
る
。

そ
の
際
に
、
賊
の
血
液
が
大
量
に
彼
に
降
り
懸
か
る
が
彼
は
気
に
も
し
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
何
所
か
嬉
し
そ
う
な
歓
喜
に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
。
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蹂
躙
と
歓
喜
（
後
書
き
）

誤
字
脱
字
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
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練
習
と
化
物

辺
り
一
面
赤
い
世
界
。

辺
り
一
面
死
体
の
世
界
。

生
き
て
い
る
事
が
不
自
然
に
感
じ
る
ほ
ど
の
異
質
な
空
間
。

彼
が
創
り
だ
し
た
彼
の
世
界
。

彼
は
、
最
初
に
い
た
場
所
か
ら
数
歩
の
位
置
に
い
て
殆
ど
変
り
の
無
い
姿
で
立

っ
て
い
た
。

全
身
が
賊
の
血
液
で
染
め
ら
れ
て
い
る
事
と
薄
ら
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
事
以

外
は
。

そ
し
て
賊
は
残
り
一
人
と
な
っ
て
い
た
。

そ
う
、
賊
達
に
指
示
を
出
し
て
い
た
男
だ
け
。

「
お
め
ぇ
、
良
い
腕
持
っ
て
ん
な
・
・
・
・
ど
う
だ
、
俺
と
く
ま
ね
ぇ
～
か
？
」

賊
の
頭
領
は
手
下
を
皆
殺
し
に
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
程
楽
し
そ
う
な
笑
み
を

浮
か
べ
彼
に
問
い
か
け
る
。

「
そ
う
で
す
ね
？
・
・
・
・
・
・
・
そ
れ
も
面
白
そ
う
で
す
ね
。
け
ど
、
残
念
。

私
は
女
性
や
子
供
を
悲
し
ま
せ
る
人
と

は
共
に
は
行
け
ま
せ
ん
し
。
そ
れ
に
、
貴
方
の
役
割
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

」彼
は
、
一
瞬
考
え
る
素
振
を
し
て
か
ら
淡
々
と
述
べ
た
。
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「
へ
～
、
俺
の
役
割
っ
て
ぇ
の
は
何
な
ん
だ
。
」

賊
の
頭
領
も
彼
の
話
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
彼
に
問
い

か
け
る
。

「
は
い
、
殺
し
の
練
習
台
と
“
的
”
で
す
。
」

彼
は
相
も
変
わ
ら
ず
に
、
淡
々
と
述
べ
る
。

「
っ
ち
！
！
糞
が
！
！
！
！
」

そ
う
言
い
賊
の
頭
領
は
唐
突
に
斬
り
か
か
る
。

彼
は
、
全
く
焦
ら
ず
に
賊
の
頭
領
か
ら
距
離
を
取
る
。

「
さ
っ
き
ま
で
の
威
勢
は
如
何
し
た
！
！
！
！
」

彼
に
攻
撃
を
避
け
ら
れ
た
事
が
頭
に
き
た
の
か
賊
の
頭
領
は
彼
を
怒
鳴
り
つ
け

る
。

「
・
・
・
・
・
・
」
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彼
は
、
観
察
す
る
様
に
賊
の
頭
領
を
観
察
す
る
様
に
見
な
が
ら
左
手
に
持
つ
小

太
刀
を
逆
手
に
持
ち
か
え
る
。

「
何
か
言
っ
た
ら
ど
う
だ
！
！
！
」

賊
の
頭
領
は
彼
に
怒
鳴
り
付
け
な
が
ら
大
振
り
に
斬
り
か
か
る
。

「
単
調
で
面
白
く
な
い
で
す
ね
。
貴
方
は
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
賊
の
頭
領
の
漸
劇
を
彼
は
左
手
の
小
太
刀
で
左
に
受
け
流

し
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
を
殺
さ
ず
右
手
の
大
脇
差
で
賊
の
頭
領
の
両
手
手
首
を

斬
り
落
と
す
。

「
ぎ
ゃ
ー
ー
ー
！
！
！
！
」

大
量
の
血
液
を
手
首
か
ら
噴
出
さ
せ
な
が
ら
賊
の
頭
領
は
奇
声
を
発
し
つ
つ
後

ず
さ
る
。
し
か
し
彼
は
後
ず
さ
る
賊
の
頭
領
の
左
足
を
大
脇
差
で
斬
り
落
と
し

同
時
に
右
肩
に
小
太
刀
を
突
き
刺
し
壁
ま
で
押
し
つ
け
、
そ
の
後
大
脇
差
を
左

腰
に
突
き
刺
し
壁
に
縫
い
付
け
る
同
様
に
右
肩
に
刺
し
て
い
た
小
太
刀
を
壁
に

縫
い
付
け
る
為
に
賊
の
頭
領
の
右
肩
を
貫
通
さ
せ
、
壁
に
縫
い
付
け
る
。
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「
―
―
―
―
―
ッ
！
！
！
！
」

賊
の
頭
領
は
声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

「
こ
れ
で
よ
し
と
。
先
ず
は
・
・
・
・
こ
れ
で
い
い
か
な
？
」

彼
は
賊
の
頭
領
を
気
に
も
留
め
ず
に
辺
り
を
物
色
し
、
弓
と
弓
矢
を
見
付
け
そ

れ
を
手
に
取
る
。

ズ
サ
！
！

そ
し
て
、
磔
に
な
っ
た
賊
の
頭
領
を
的
に
し
て
矢
を
射
る
。

「
流
石
に
知
識
だ
け
だ
と
最
初
か
ら
上
手
く
は
い
か
な
い
で
す
ね
。
」

そ
う
言
い
彼
は
、
外
れ
た
事
を
気
に
せ
ず
に
矢
を
射
続
け
る
。

「
う
ぐ
！
・
・
・
・
て
め
え
・
・
・
・
な
、
何
す
る
気
だ
・
・
・
・
。
」
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賊
の
頭
領
は
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
彼
に
問
う
。

ズ
サ
！
！

し
か
し
、
彼
は
頭
領
の
言
葉
を
無
視
し
矢
を
射
続
け
る
。

「
が
は
！
！
！
」

彼
の
放
つ
矢
は
彼
の
狙
い
か
ら
少
し
外
れ
て
賊
の
頭
領
の
腹
部
を
射
る
。

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
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「
そ
ろ
そ
ろ
、
他
の
事
も
や
り
ま
す
か
。
」

数
分
後
、
彼
は
７
発
中
６
発
当
た
る
様
に
な
り
彼
は
弓
と
矢
を
捨
て
る
。

「
他
に
は
・
・
・
・
・
こ
れ
久
し
ぶ
り
に
や
っ
て
見
ま
す
か
。
」

彼
は
近
く
に
有
る
死
体
の
懐
か
ら
小
刀
を
数
本
取
り
出
し
て
的
と
な
る
男
に
向

か
っ
て
小
刀
を
投
擲
す
る
。

ド
ス
！
！

彼
が
投
げ
た
一
本
の
小
刀
は
賊
の
頭
領
の
顔
面
擦
れ
擦
れ
の
壁
に
刺
さ
る
。

「
鈍
っ
て
無
い
な
。
じ
ゃ
あ
！
！
！
」
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ド
ッ
ド
ッ
ド
ッ
ド
ッ
ド
ッ
ド
ス
！
！
！
！
！
！
！

「
ッ
―
―
―
―
！
！
！
」

「
連
続
で
は
上
手
く
い
か
な
い
で
す
ね
。
」

彼
は
小
刀
を
八
本
指
に
挟
ん
で
連
続
投
擲
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
本
が
彼
の
思

惑
を
外
れ
賊
の
頭
領
の
左
脇
腹
と
右
腕
に
刺
さ
る
。

賊
の
頭
領
は
痛
み
に
言
葉
に
な
ら
な
い
悲
鳴
を
絶
叫
を
上
げ
る
。

「
ま
あ
、
も
う
い
い
か
な
。
」

彼
は
賊
の
頭
領
の
悲
鳴
を
気
に
も
か
け
ず
に
そ
う
言
う
。

「
う
・
・
・
・
・
こ
れ
で
・
・
・
・
・
見
逃
し
て
・
・
・
・
く
れ
る
・
・
・
・

の
か
・
・
・
・
・
？
」

彼
の
言
葉
を
聞
き
息
も
絶
え
絶
え
に
な
り
な
が
ら
、
賊
の
頭
領
は
希
望
を
見
出

し
て
言
う
。
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「
・
・
・
何
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

「
・
・
・
・
な
・
・
・
に
・
・
・
・
？
」

「
も
う
い
い
と
い
う
の
は
、
練
習
は
こ
の
位
で
い
い
か
な
と
い
う
意
味
で
貴
方

を
殺
さ
な
い
わ
け
が
無
い
で
し
ょ
う
。
」

「
な
！
？
」

「
さ
よ
う
な
ら
。
」

ド
ス
！
！

彼
は
別
れ
を
述
べ
る
と
呆
然
と
し
て
い
る
盗
賊
の
頭
領
の
眉
間
に
一
本
の
小
刀

を
投
擲
し
た
。

そ
し
て
、
居
住
ま
い
を
整
え
鎖
に
繋
が
れ
た
女
子
供
の
方
へ
歩
み
を
進
め
た
。

「
助
け
て
」

「
命
だ
け
は
」

「
子
供
達
だ
け
で
も
」
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「
化
物
」

女
子
供
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
反
応
を
示
す
。

あ
る
者
は
助
け
を
求
め
、
あ
る
者
は
助
命
を
懇
願
し
、
あ
る
者
は
子
供
達
を
庇

い
た
て
、
あ
る
者
は
彼
を
見
て
化
物
と
罵
る
。

「
・
・
・
・
」

彼
は
女
性
達
の
反
応
を
無
視
し
て
近
付
き
赤
蓮
を
振
り
上
げ
る
。

『
っ
ひ
！
！
』

ガ
ッ
キ
ン
！
！
！

女
子
供
は
総
じ
て
目
を
強
く
瞑
り
近
く
に
い
る
者
を
強
く
抱
き
し
め
る
。

し
か
し
、
聞
こ
え
て
来
た
の
は
肉
の
裂
け
る
音
・
血
の
噴
き
出
す
音
で
は
な
く
、

甲
高
い
金
属
音
だ
っ
た
。

女
子
供
を
捕
え
て
い
た
鎖
を
両
断
し
た
音
だ
っ
た
。

『
・
・
・
？
』
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女
子
供
は
何
が
起
き
た
の
か
理
解
が
追
い
付
か
ず
に
呆
然
と
し
て
い
る
。

「
・
・
・
い
や
ま
あ
、
怪
し
い
も
の
で
す
が
、
た
い
し
た
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
す
か
ら
。
そ
ん
な
に
脅
え
な
い
で
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
。
こ
ん
な
格
好
し

て
い
て
は
脅
え
る
の
も
解
り
ま
す
が
ね
。
」

「
・
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

一
人
の
女
性
が
脅
え
つ
つ
も
立
ち
上
が
り
彼
に
お
礼
を
述
べ
る
。

「
そ
う
そ
う
、
こ
の
手
紙
の
書
き
手
の
奥
さ
ん
と
お
子
さ
ん
は
い
ま
す
か
？
」

そ
う
言
い
彼
は
懐
か
ら
手
紙
を
取
り
出
し
立
ち
上
が
っ
て
来
た
女
性
に
手
紙
を

渡
す
。

「
・
・
・
・
・
こ
れ
は
・
・
・
・
夫
の
・
・
・
・
字
で
す
。
」

女
性
は
涙
を
堪
え
つ
つ
も
彼
に
述
べ
る
。

「
そ
う
で
す
か
、
旦
那
さ
ん
は
立
派
で
し
た
よ
。
そ
う
そ
う
、
先
に
村
に
戻
っ

て
お
い
て
下
さ
い
。
そ
れ
と
、
す
い
ま
せ
ん
。
食
材
勝
手
に
使
わ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
、
一
人
子
供
が
食
べ
て
ま
す
が
皆
さ
ん
も
一
緒
に
食
べ
て
下
さ
っ
て
い
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い
の
で
、
元
々
貴
方
が
た
の
食
材
で
す
し
ね
。
で
は
。
」

彼
は
あ
く
ま
で
事
務
的
に
そ
う
言
い
女
子
供
の
前
か
ら
立
ち
去
る
。

『
・
・
・
化
物
』

彼
が
立
ち
去
っ
た
中
数
人
の
女
子
供
は
ポ
ツ
リ
と
そ
う
呟
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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